
教育委員会９月定例会  
その他（１） 

 

平成２２年度「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」の結果
について」 
 
＜藤沢市の状況＞ 
 

１．暴力行為の状況（Ｈ２１・Ｈ２２） 

 

平成２１年度  平成２２年度
小学校 

校 数 件 数 校 数 件 数

対教師暴力 
 ０ ０ ０ ０

生徒間暴力 
 １  １ ０ ０

対人暴力 
 ０ ０ ０ ０

器物損壊 
  ０ ０ １ １

備  考 計１件

 

計１件
 

平成２１年度  平成２２年度
中学校 

校 数 件 数 校 数 件 数

対教師暴力   ８ ２４   ８  ３６

 

生徒間暴力 １７ ４８  １３ １１７

対人暴力   ３ １２   １   ５

器物損壊 １３ ９８   ９  ４８

備  考 計１８２件

 

計２０６件

 １，０００人 

あたり 

６．２件 

 
＜傾向＞ 
・中学校では前年比で２４件の増加である。内訳をみると特定の学校において集中

して発生している。一部あるいは特定のグループがくり返し行為を起こす傾向が
ある。また、インターネットを介しての人間関係の広域化に伴い、学校間でのト
ラブルも大規模なものとなる傾向がみられる。 

 
※暴力行為の原因としては背景に発達障がい、家庭環境、学校と保護者との連携が

困難である、等があげられる。 
 
＜対応＞ 
・暴力・いじめ・不登校等の諸問題への対応マニュアル（児童・生徒指導の手引き）

を作成し、全職員へ配付して職員の指導力向上を図っている。 
・児童生徒指導担当者会を通して人権の尊重を啓発する教育活動の推進を図ってい

る。 
・市内の全小・中学校にスクールカウンセラーを配置し、相談・支援活動の充実に

努めている。 
・解決が困難な課題を抱える学校に対し、警察・児相・民生委員・市教委等が具体

的手だてについて協議し、必要な人材を派遣するなど、チームとして学校を支援
する取り組みを行っている。 

・子どもたちのコミュニケーション能力の向上を図るために、グループエンカウン
ターやソーシャルスキルトレーニング等を取り入れる学校が増えている。 



 
２．いじめの状況（Ｈ２１・Ｈ２２） 

 
《平成２１年度》 
 認知件数 解 消 一定の解消 取組中 転学等 

小学校 １５ １０ 
１ ３

 
１ 

中学校 １０５ ７７ １８  １０
 

０ 

計 １２０ ８７ １９  １３
 

１ 
 

「学校で把握したいじめの態様別件数」（複数回答） 
 《小学校》冷やかし・からかい・悪口・脅し文句      ９件 
      仲間はずれ・集団による無視         ３件 
      軽い暴力                  ３件 
      いやなことをされる・させられる       ２件 
 
《中学校》冷やかし・からかい・悪口・脅し文句    ８２件 

      仲間はずれ・集団による無視        ２５件 
      軽い暴力                 １４件 
           パソコンや携帯電話による誹謗中傷      ７件 
      ひどい暴力                 ６件 
      いやなことをされる・させられる       ３件 
      金品を隠す・盗む・壊す・捨てる       ３件 
           金品をたかる                １件 
 
《平成２２年度》 
 認知件数 解 消 一定の解消 取組中 転学等 

小学校 ２０ １５   ５ ０ ０

中学校 ７７ ５３ １９ ４ １

計 ９７ ６８ ２４ ４ １

 
１，０００人あたり
 
２．９件 

 
「学校で把握したいじめの態様別件数」（複数回答） 
 《小学校》冷やかし・からかい・悪口・脅し文句    １３件 
      仲間はずれ・集団による無視        １０件 
      軽い暴力                  ７件 
      いやなことをされる・させられる       １件 
 
《中学校》冷やかし・からかい・悪口・脅し文句    ５３件 

      軽い暴力                 １８件 
      仲間はずれ・集団による無視        １３件 
           金品を隠す・盗む・壊す・捨てる      １２件 
      パソコンや携帯電話による誹謗中傷      ７件 
      いやなことをされる・させられる       ５件 
      ひどい暴力                 ４件 
           金品をたかる                ４件 

その他                   ４件 
 
 
 
 
 
 



 
＜傾向＞ 
・小学校では前年比で微増であるが、内容的には「冷やかし、からかい」が主

であり、職員の指導により一定の解決が図られている。認知件数の増加はい
じめに対する職員の意識の高まりと捉えている。 

・中学校では前年比で認知件数が減少している。各校において、いじめ防止プ
ログラムやアンケートの実施など、未然防止に向けた具体的な取り組みが実
践されていることにより、いじめに対する生徒の意識が高まった結果の表れ
と考えられる。 

 
＜対応＞ 
・市内全校の児童生徒を対象とした実態調査（アンケート調査）を実施してい

る。                            
・児童会、生徒会活動を活用しての自治的活動の推進を図っている。 
・いじめ防止プログラム活用の推進を図っている。 
・優れた実践事例を担当者会などで発表報告し、全校へ発信を行っている。 
・２０１０年１０月には教育長によるいじめに関する緊急アピール「いじめを

許さず、尊い命を守るために」を市立全小・中・特別支援学校児童生徒に配
付し、いじめに対する啓発を図った。 

・前述の児童生徒指導の手引きを活用しての対応と、未然防止に向けて ①規
範を意識した学級・学年経営 ②子ども同士の望ましい人間関係づくり ③教
師と生徒の信頼関係づくりを各校へ依頼した。 

 
※携帯電話の所持率がさらに高まっていることを考えると、インターネットを

介してのいじめについては、十分な注意が必要である。情報モラル教育の一
層の推進を図る必要がある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

３．不登校の状況（Ｈ２１・Ｈ２２） 

 
《平成２１年度》 

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合 計 
 

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 
3 7 2 8 19 26 65 

小学校 
2 1 4 3 1 1 2 6 14 5 11 15 34 31 
62 130 139 331 

中学校 
35 27 81 49 65 74

 
181 150 

 
計３９６人 

 
《小学校》 
○不登校となったきっかけ（複数回答）                                               

   本人に関わる問題                 …２４人 
   親子関係の問題                  …２４人 
   いじめを除く友人関係をめぐる問題 …１２人 
  家庭の生活環境の急激な変化    …１２人 
 
○効果のあった学校の対応（複数回答） 

スクールカウンセラー、相談員の対応…１４人 
教師との関係改善                  …１２人 
保護者の協力            …１１人 
意欲をもって活動できる場面を提供  …１０人 

 
 
○不登校児童生徒への指導結果状況 
・指導の結果登校する又はできるようになった児童生徒…２３人 
・指導中であり、継続した登校には至らないものの 
 好ましい変化が見られるようになった児童生徒   …１３人 
・指導中であるが、大きな変化は見られない児童生徒 …２９人 

  
 
 
《中学校》 
  ○不登校となったきっかけ（複数回答）               

本人に関わる問題         …１３９人 
    親子関係の問題            …８３人 
    いじめを除く友人関係をめぐる問題 …６９人 
    病気による欠席          …３３人 
    家庭の生活環境の急激な変化    …３１人 
    学業の不振            …２８人 
    不明               …２７人 

 
○効果のあった学校の対応（複数回答） 

電話、家庭訪問          …５６人 
スクールカウンセラー、相談員の対応…５４人 
学業や生活面での指導・援助        …５０人 
保護者の協力            …４３人 
保健室等の別室登校                …２８人 
教師との関係改善                  …２７人 
その他              …１８人 

 
 
○不登校児童生徒への指導結果状況 

  ・指導の結果登校する又はできるようになった児童生徒 …１３２人 
  ・指導中であり、継続した登校には至らないものの 
   好ましい変化が見られるようになった児童生徒    … ６９人 
  ・指導中であるが、大きな変化は見られない児童生徒  …１３０人 



                                                                                             
 
《平成２２年度》 

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合 計 
 

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 
２ ７ 5 7 15 25 61 

小学校 
１ １ ６ １ 2 3 3 4 7 8 15 10 34 27 

71 125 172 368 
中学校 

40 31 77 48 108 64
 

225 143

 
 
計４２９人 

 
《小学校》 
○不登校となったきっかけ（複数回答）                                               

   親子関係をめぐる問題             …１９人  
 不安など情緒的混乱        …１８人 

  病気による欠席          …１４人 
   無気力                …１０人 
   家庭の生活環境の急激な変化    … ８人 
 
○効果のあった学校の対応（複数回答） 

登校刺激（電話や迎え）を与えた  …１４人 
スクールカウンセラー、相談員の対応… ７人 
教師との関係改善                  … ６人 
学業や生活面での指導・援助    … ５人 
保護者の協力           … ５人 

 
 
○不登校児童生徒への指導結果状況 
・指導の結果登校する又はできるようになった児童生徒 …１８人 
・指導中であり、継続した登校には至らないものの 
 好ましい変化が見られるようになった児童生徒    …１１人 
・指導中であるが、大きな変化は見られない児童生徒  …３２人 

  
 
《中学校》 
○不登校となったきっかけ（複数回答）               

無気力             …１０１人 
いじめを除く友人関係をめぐる問題… ９５人 

   親子関係をめぐる問題      … ６９人 
   不安など情緒的混乱       … ６５人 
   学業の不振           … ４４人 
   あそび・非行          … ４２人 
 
○効果のあった学校の対応（複数回答） 

スクールカウンセラー、相談員の対応…１６人 
学業や生活面での指導・援助        …１５人 
保健室等の別室登校                …１３人 
登校刺激（電話や迎え）を与えた    …１０人 
教師との関係改善                  … ９人 
友人関係の改善                  … ９人 

 
 
○不登校児童生徒への指導結果状況 
・指導の結果登校する又はできるようになった児童生徒…１５６人 
・指導中であり、継続した登校には至らないものの 
 好ましい変化が見られるようになった児童生徒   … ５６人 
・指導中であるが、大きな変化は見られない児童生徒 …１５６人 

 

１，０００人あたり 

１３件 



 
＜傾向＞ 
・小学校では各学年で新たに不登校となる児童数に大きな変化は見られなかっ

たが、昨年にひき続き小学校２年生での不登校が１年生に比べ増えている。 
・中学校では１年生の不登校数は前年度並みであったが、２・３年生で新たに不登

校になった生徒の数が増えている。中学生活への慣れからの意欲低下、学習への
不適応、人間関係の固定化等により、上級学年で不登校者数が大幅に増加してい
る。 

 
※不登校の原因としては、人間関係をうまく構築できない児童生徒の増加、基本的

生活習慣が身についていない児童生徒の増加、親子関係の問題、「学校に無理に
行かせることはない」といった保護者の意識の変化等が考えられる。 

 
＜対応＞ 
・欠席理由が明らかでない児童生徒について、月３日程度の欠席があった段階で欠

席理由を探る関わりを委員会として持ち、原因の把握と問題の解決等、早期発見、
早期対応に向けて学校との連携を図っている。 

・スクールカウンセラーの活用推進や相談支援教室との連携等、相談体制の充実を
図っている。 

・夏休み前、休業中、夏休み明けのそれぞれについての対応、取り組みを各校に依
頼し、その結果や様子についての報告を義務づけている。 

 

 

※各学校においては、日常的に、欠席が続く児童生徒、登校渋りが見られる児童生
徒等に対する早期段階での家庭への連絡や家庭訪問を実施している。また、長期
休業中も不登校傾向にある児童生徒や気になる児童生徒に対する家庭訪問を実施
するなど、休業明けの学校生活へスムーズに適応できるよう取り組んでいる。 
登校刺激を与える、スクールカウンセラーとの連携を図る等に効果が見られるこ
とから、未然防止や学校復帰に向けて早期対応を進めている。 
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